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本装置を海外で利用する場合は法規制に適合している国でのみご利用ください。製品安全を確保でき

ない危険があるうえ、法制違反に問われる場合があります。（本製品の海外法規制適合についてはお

問い合わせください。） 

本装置を廃棄するときは、地方自治体の条例に従って処理するようお願いいたします。詳しくは各地

方自治体にお問い合わせください。 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこ

とがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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はじめに 
 
このたびは NS-2250 コンソールサーバ（以降、本装置と呼びます）を 

お買い上げ頂き、まことにありがとうございます。 

本書では、本装置の据え付け、各種ケーブルの接続までを説明しています。 

 
本装置を実際に使用するには、システムソフトウェアのセットアップが必要

です。システムソフトウェアのセットアップ方法や使い方については、 

コンソールサーバ NS-2250 取扱説明書（以降、取扱説明書と呼びます） 

およびコンソールサーバ NS-2250 コマンドリファレンス（以降、コマンド 

リファレンスと呼びます）を参照してください。 

 
まず、次の「安全上のご注意」および「取り扱い上のご注意」をお読みに 

なってから本装置の設置を始めてください。 
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安全上のご注意 
 
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、本装置を安全に正しくお

使いください。 
本書では、本装置を安全に正しくお使い頂くため、また機器の損傷を防ぐため、次の

記号を使って注意事項を喚起しています。 
 
これらの記号表示の意味は次のとおりです。内容をよく理解して、本書をお読みくだ

さい。 
 

警告 

この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをす

ると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定さ

れる内容を示しています。 

注意 

この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをす

ると、人が障害を負う可能性が想定される内容お

よび物的損害の発生が想定される内容を示して

います。 

 

絵表示の例 

 

 

記号は、注意（危険・警告を含む）を促す

内容があることを告げるものです。 

左の表示例は「警告または注意事項」がある

ことを表しています。 
 

 
記号は、禁止の行為であることを告げるも

のです。 

左の表示例は「分解禁止」を表しています。 
 

 

記号は、行為を強制したり、指示する内容

を告げるものです。 

左の表示例は「電源プラグをコンセントから

抜く」ことを表しています。 
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本装置を分解したり、改造したりしないでください。 

発熱・発火・感電や故障の原因になります。 

 

 

湿気の異常に多い場所や水などの液体のかかる場所では、絶対に使用

しないでください。 

発熱・発火・感電や故障の原因になります。 

 

 
本装置の内部やすき間に、金属片を落としたり、水などの液体をこぼ

さないでください。 

発熱・発火・感電や故障の原因になります。 

 

 
濡れた手で、電源ケーブルなどを接続したり、はずしたりしないでく

ださい。 

感電の原因になります。 

 

 

本装置の放熱口をふさがないでください。 

発熱などにより、火災や感電、故障の原因となります。 

 

 
次のような場合は、電源プラグをコンセントから抜いてください。 

異常状態のまま使用すると、事故や火災の原因となります。 

 

◆ お手入れするときや異常時の処置を行うとき 

◆ 異臭がする、煙が出た、または異常音が発生したとき 

◆ 本装置の内部やすき間に、金属片や水などの液体が入ったとき 

◆ 本装置を落としたり、装置の外面が損傷したとき 

 

 

警告 
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次のようなことは、絶対に行わないでください。 

守らないと、火災や感電、事故または故障の原因となります。 

 

◆ 本装置の上にものを置かないでください。 

◆ 本装置をたたいたりなどして、衝撃を与えないでください。 

◆ 不安定な場所には置かないでください。 

◆ ケーブルの上にものを載せたり、ケーブルをねじったり、強く引っ

張ったりしないでください。 

 

 

次のような場所には設置しないでください。 

故障の原因になります。 

 

◆ 直射日光の当たる場所 

◆ 温度、湿度変化の激しい場所 

◆ ほこりの多い場所 

◆ 振動のある場所 

◆ 冷暖房機器の近く 

 

 

次のことは、必ずお守りください。 

守らないと、火災や感電、事故または故障の原因になります。 

 

◆ 必ず指定の電源電圧で使用してください。 

本装置の電源電圧は、装置底面の装置銘板および AC インレット、

DC 電源コネクタの近傍に表示されています。 

◆ 本装置と接続相手機器との間には、設置環境によっては電位差を生

じる場合があります。ケーブルを接続する際にはコネクタ部の端子

に触れないでください。感電する恐れがあります。 

◆ 本装置の近傍に電源コンセントがあり、容易に人がアクセスできる

ようにしてください 

 

 

電源ケーブルは必ず接地してください。 

火災や感電の原因となります。 

 

 
このほか、各項で示す警告／注意事項についてもお守りください。 

 
 

注意 
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取り扱い上のご注意 
 
● 次のようなことは、絶対に行わないでください。 

 本装置や USB メモリの故障またはメモリの内容が破壊される原因になります。 

・ STATUS4 ランプ点灯中は USB メモリを抜かないでください。 

点灯中に USB メモリを抜いた場合は、本装置の動作の保証外となります。 

・ 本装置が動作中に、本装置の電源スイッチを OFF にしたり電源ケーブルを抜去する等

して電源 OFF 状態にしたり、RESET スイッチを押したりしないでください。 

電源を OFF にする場合は、shutdown コマンドを実行してシステムソフトウェアを終

了させ、コンソールに MON>プロンプトが表示されるのを確認するか、または本装置

前面の STATUS2 ランプが点灯するのを待ってから、電源を OFF にしてください。 

・ USB メモリのコネクタ部に、手や金属で直接触れないでください。 

 
● RESET スイッチを押すときはボールペンの先など、先の細いもので押してください。 

ただし、シャープペンシルは使用しないでください。シャープペンシルの芯が折れて中に

入ると、故障の原因となります。 

 
● 本装置の電源スイッチを OFF にしたり電源ケーブルを抜去する等して電源 OFF 状態に

した後、再度電源スイッチを ON にしたり電源ケーブルを挿入する等して電源 ON 状態

にする場合には、10 秒以上経過してから電源 ON 状態にしてください。 

あまりはやく電源を ON にすると正常に本装置がリセットされない場合があります。 

なお、AC 電源二重化モデルの場合、電源を OFF にするには 2 系統の電源の両方を OFF 

にする必要があります。 

 
● 放熱口は、約 2 ヶ月に 1 回は掃除機などで清掃してください。 

 
● 本装置の外装が汚れたときは、水で薄めた中性洗剤に柔らかい布を浸し、よくしぼって 

から拭き取り、さらに乾いた布で拭いてください。 
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1 章 
設置手順概要 

 
1 章では、本装置を設置するうえで必要な情報を説明します。設置を始める前に必ず

お読みください。 

 

 

 

 
本章の内容 
 

1.1 設置手順概要 
1.2 本体各部の名称と機能 
 1.2.1 本体前面(NS-2250-16, 32, 48) 
 1.2.2 本体前面(NS-2250-16D, 32D, 48D) 
 1.2.3 本体背面(NS-2250-16, 32, 48, 16D, 32D, 48D) 
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1.1 設置手順概要 

ここでは、本装置を設置する手順の概要を説明します。 
手順概要を表 1-1 に示します。なお、本書では手順 2 までを説明しています。手順 3
以降については取扱説明書およびコマンドリファレンスをご覧ください。 
 
 

表 1-1 設置手順概要 

手順 項 目 作業内容 参 照 

1 本装置の据え付け 本装置を設置場所に据え付けます。 2 章 
2 各種ケーブルの接続 各種ケーブル(CONSOLE、シリア

ル、LAN、電源)を接続します。 
3 章 

3 セットアップ 接続条件の設定や本装置の持つ機

能を有効に活用するための項目を

設定します。 

取扱説明書お

よびコマンド

リファレンス 
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1.2 本体各部の名称と機能 

ここでは、本装置の各部の名称と機能を説明します。 
 
 

1.2.1 本体前面 (NS-2250-16, 32, 48) 
 
本体前面には、AC インレット、電源スイッチ、RESET スイッチ、USB ポートおよ

び各種ステータスを表示するランプがあります。 

 

 
図 1-1 NS-2250-16, 32, 48 の各部の名称（前面） 

① ランプ(POWER／STATUS) 

名 称 色 機 能 

POWER ランプ 緑 電源が ON のとき点灯します。 
STATUS1 ランプ 緑 ブートの状態を表示します。 

詳しくは取扱説明書を参照してください。 STATUS2 ランプ 緑 
STATUS3 ランプ 緑 
STATUS4 ランプ 緑 

 
② USB ポート 

添付品の USB メモリを挿入します。 

 
③ RESET スイッチ 

本装置をリセットするときに押します。 

放熱口 

①POWER ランプ 
③RESET スイッチ 
 

放熱口 

①STATUS1-4 ランプ 

②USB ポート 
 

⑤AC インレット 
 

④電源スイッチ 
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④ 電源スイッチ 

本装置の電源を ON／OFF します。 
｜と表示されている側を押し込むと ON、○と表示されている側を押し込むと OFF
になります。 
電源を OFF にする場合は、shutdown コマンドを実行してシステムソフトウェア

を終了させ、コンソールに MON>プロンプトが表示されるのを確認するか、また

は本装置前面の STATUS2 ランプが点灯するのを待ってから、電源を OFF にして

ください。 
電源を二重化動作とするためには、2 系統の電源の両方を ON にしてください。ま

た、電源を OFF にするときは、2 系統の電源の両方を OFF にしてください。 
 
⑤ AC インレット 

AC 電源ケーブルを接続します。電源を二重化動作とするためには、AC 電源ケー

ブルは２本とも接続します。 
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1.2.2 本体前面 (NS-2250-16D, 32D, 48D) 
 
本体前面には、DC 電源コネクタ、電源スイッチ、RESET スイッチ、USB ポートお

よび各種ステータスを表示するランプがあります。 

 

 
図 1-2 NS-2250-16D, 32D, 48D の各部の名称（前面） 

① ランプ(POWER／STATUS) 
名 称 色 機 能 

POWER ランプ 緑 電源が ON のとき点灯します。 
STATUS1 ランプ 緑 ブートの状態を表示します。 

詳しくは取扱説明書を参照してください。 STATUS2 ランプ 緑 
STATUS3 ランプ 緑 
STATUS4 ランプ 緑 

 
② USB ポート 

添付品の USB メモリを挿入します。 

 
③ RESET スイッチ 

本装置をリセットするときに押します。 

放熱口 

①POWER ランプ 
③RESET スイッチ 
 

放熱口 

①STATUS1-4 ランプ 

②USB ポート 
 

⑤DC 電源コネクタ 
 

④電源スイッチ 
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④ 電源スイッチ 

本装置の電源を ON／OFF します。 
｜と表示されている側を押し込むと ON、○と表示されている側を押し込むと OFF
になります。 
電源を OFF にする場合は、shutdown コマンドを実行してシステムソフトウェア

を終了させ、コンソールに MON>プロンプトが表示されるのを確認するか、また

は本装置前面の STATUS2 ランプが点灯するのを待ってから、電源を OFF にして

ください。 
 
⑤ DC 電源コネクタ 

DC 電源ケーブルを接続します。 
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1.2.3 本体背面 (NS-2250-16, 32, 48, 16D, 32D, 48D) 
 
本体背面には、CONSOLE ポート、シリアルポート、LAN ポートがあります。 

 

 
図 1-3 NS-2250-16, 16D の各部の名称（背面） 

 
 

 
図 1-4 NS-2250-32, 32D の各部の名称（背面） 

 

放熱口 

⑥ CONSOLE ポート 

⑥ シリアルポート 1-32 

⑧ SPEED ランプ 
⑧ LINK/ACT ランプ 

⑦ TX ランプ 
⑦ RX ランプ 

⑥ LAN1 ポート 

⑥ LAN2 ポート 

放熱口 

⑥ CONSOLE ポート 

⑥ シリアルポート 1-16 

⑧ SPEED ランプ 
⑧ LINK/ACT ランプ 

⑦ TX ランプ 
⑦ RX ランプ 

⑥ LAN1 ポート 

⑥ LAN2 ポート 
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図 1-5 NS-2250-48, 48D の各部の名称（背面） 

 
⑥ インタフェースポート 

名 称 機 能 

CONSOLE ポート システムコンソールとの接続用ポートです。 
シリアルポート 監視対象機器との接続用ポートです。 

16/32/48 ポートの装置が用意されています。 
LAN1 ポート イーサネットに接続します。 
LAN2 ポート イーサネットに接続します。 

 
⑦ランプ（シリアルポート） 

名 称 色 機 能 

TX ランプ 緑 データ送信時に点滅します。 
RX ランプ 緑 データ受信時に点滅します。 

 
⑧ランプ（LAN ポート） 

名 称 色 機 能 

SPEED ランプ 緑 1000M でリンクが確立すると点灯します。 
LINK/ACT ランプ 緑 リンクが確立すると点灯します。 

データ送受信時に点滅します。 
 
 

 
 

放熱口 

⑥ CONSOLE ポート 

⑥ シリアルポート 1-48 

⑧ SPEED ランプ 
⑧ LINK/ACT ランプ 

⑦ TX ランプ 
⑦ RX ランプ 

⑥ LAN1 ポート 

⑥ LAN2 ポート 
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2 章 
据え付け 

 
2 章では、本装置を設置する前の確認および本装置を据え付ける手順を説明します。 

 

 

 

 

 
本章の内容 
 

2.1 設置環境の確認 
 2.1.1 設置空間 
 2.1.2 環境条件 
 2.1.3 電源条件 
2.2 据え付け 
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2.1 設置環境の確認 

本装置の設置環境条件を以下に示します。適切な設置環境を確保してください。 
 
 

2.1.1 設置空間 
 
設置空間は AC モデル、DC モデルで共通です。 
設置空間を図 2-1 に示します。 
 

注意 放熱口をふさぐと故障の原因になります。 

図 2-1 に示す空間を確保してください。 

 

 
(単位：mm) 

図 2-1 設置空間(NS-2250-16, 32, 48, 16D, 32D, 48D) 
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2.1.2 環境条件 
 
本装置は、「付録 A 装置の仕様」に示す環境条件で使用してください。 
 
 

 
湿気が異常に多い場所や水などの液体のかかる場所では、絶対に使用しないで

ください。火災や感電、故障の原因になります。 

 
 
 

2.1.3 電源条件 
 
本装置は、「付録 A 装置の仕様」に示す電源条件で使用してください。 

警告 
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2.2 据え付け 

本装置を 19 インチラックに搭載する場合の据え付け手順を説明します。 
 
① 本装置の左右側面にブラケットを取り付けます。 
 

 
図 2-2 ブラケットの取り付け方 

 
② ラックに本装置を取り付けます。 
 

 
図 2-3 ラックへの取り付け方 

 
 

ねじは確実に締めてください。 

本装置が落下して、事故や故障の原因になります。

M5×10 
(M6 ねじも使用できます) 

ラック 

背面側での取り付けも可能です。 

ねじ 2 箇所固定の場合 ねじ 1 箇所固定の場合 

M4×10 

ブラケット 

注意 
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3 章 
各種ケーブルの接続 

 
3 章では、各種ケーブルを接続する手順について説明します。 

 

 

 

 

 
本章の内容 
 

3.1 ケーブル接続時の注意 
3.2 CONSOLE ポートの接続 
3.3 シリアルポートの接続 
 3.3.1 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との接続 
 3.3.2 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DTE 装置との接続 
 3.3.3 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DCE 装置との接続 
3.4 LAN ポートの接続 
3.5 AC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16, 32, 48) 
 3.5.1 AC 電源ケーブルの接続(AC100V で使用する場合) 
 3.5.2 AC 電源ケーブルの接続(AC100V 以外で使用する場合) 
3.6 DC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16D, 32D, 48D) 
 3.6.1 DC 電源ケーブルの作成 
 3.6.2 DC 電源ケーブルの接続 
 3.6.3 DC 電源ケーブルの抜去 
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3.1 ケーブル接続時の注意 

次節以降の説明と「付録 B DB9-RJ45 変換コネクタ」を参照して、本装置の各ポー

トの仕様と接続する相手装置の仕様を確認し、使用するインタフェースケーブル、

DB9-RJ45 変換コネクタを決めてください。 
なお、本書では本装置への接続方法を中心に説明しています。接続する装置側の接続

については、その装置の説明書などを参照してください。 
 
電源ケーブルは最後に接続します。 
 

 

 

本装置と接続相手機器との間には、設置環境によっては電位差を生じる 

場合があります。ケーブルを接続する際にはコネクタ部の端子に触れないでく

ださい。感電する恐れがあります。 

 

 

接続機器との距離が遠い場合は、シリアルポートにケーブルを接続する際に、接続機

器の電源ケーブルを外しておくことを推奨します。 
 
 
 

注意 
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3.2 CONSOLE ポートの接続 

CONSOLE ポートは、本装置のセットアップを行ったり、本装置のログ情報などの 
コンソールメッセージが出力されるポートです。 
CONSOLE ポートは DTE タイプの仕様です。本装置のシリアルポートとは仕様が異

なります。詳しくは、「付録 A 装置の仕様」をご覧ください。 
 
表 3-1 に CONSOLE ポートの仕様を示します。接続する端末の設定をこの仕様に 
合わせてください。 
 

表 3-1 CONSOLE ポートの仕様 

項 目 仕 様 

インタフェース RS-232 準拠 RJ45 
伝送速度 9600bit/s 
データ長 8 ビット 
パリティ なし 
ストップビット 1 ビット 
フロー制御 XON/XOFF 

 
本装置の CONSOLE ポートと PC/AT 仕様のパソコンの COM ポートを、図 3-1 の 
ように接続してください。 
① 添付品の「NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ」の D-sub 9 ピンコネクタをパソコン

の COM ポートに差し込み、固定ねじを締めて固定します。 
② イーサネットケーブル(カテゴリ 5 UTP ケーブル、ストレート)を変換コネクタの

RJ45 コネクタと本装置の CONSOLE ポートに接続します。 
 ケーブルは“カチッ”とロックされるまで差し込みます。ケーブルをはずすときは、

コネクタレバーを押しながら引き抜きます。 
 

 
図 3-1 CONSOLE ポートと端末との接続 

注意 CONSOLE ポートは LAN ポートと同じ RJ45 コネクタです。 

LAN ポートに接続しないよう注意してください。 

固定ねじ 

イーサネットケーブル 

CONSOLE ポート 

NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ 

パソコンのCOMポート

に取り付ける 

 



 

 

3-4 

3.3 シリアルポートの接続 

シリアルポートは DCE タイプの仕様です。本装置の CONSOLE ポートとは仕様が異

なります。詳しくは、「付録 A 装置の仕様」をご覧ください。 
 
 

3.3.1 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との接続 
 
本装置と RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置は図 3-2 のように接続してください。 
① イーサネットケーブル（カテゴリ 5 UTP ケーブル、ストレート）を DTE 装置の

RJ45 コネクタと本装置のシリアルポートに接続します。 
② ケーブルは“カチッ”とロックされるまで差し込みます。 

ケーブルをはずすときは、コネクタレバーを押しながら引き抜きます。 
 

 
図 3-2 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との接続 

 

注意 接続する相手装置の RJ45 コネクタのピンアサインによっては、イーサネット

ケーブルの結線を変更する必要があります。コネクタの仕様を必ず確認してご

利用ください。 

 
 
 

DTE 装置の RJ45 コネクタ

に取り付ける 

イーサネットケーブル 

シリアルポート 
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3.3.2 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DTE 装置との接続 
 
本装置とD-sub9ピンコネクタ仕様のDTE装置は図 3-3のように接続してください。 
① 別売りの「NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)」を DTE 装置の D-sub 9 ピン

コネクタに差し込み、固定ねじを締めて固定します。 
② イーサネットケーブル(カテゴリ 5 UTP ケーブル、ストレート)を変換コネクタの

RJ45 コネクタと本装置のシリアルポートに接続します。 
ケーブルは“カチッ”とロックされるまで差し込みます。ケーブルをはずすときは、

コネクタレバーを押しながら引き抜きます。 

 

 
図 3-3 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DTE 装置との接続 

 
 

DTE 装置の D-sub9 ピン

コネクタに取り付ける 

NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス) 

イーサネットケーブル 

シリアルポート 

固定ねじ 
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3.3.3 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DCE 装置との接続 
 
本装置とD-sub9ピンコネクタ仕様のDCE装置は図 3-4のように接続してください。 
① 別売りの「NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ」(添付品の変換コネクタと同じ仕様)

を DCE 装置の D-sub 9 ピンコネクタに差し込み、固定ねじを締めて固定します。 
② イーサネットケーブル(カテゴリ 5 UTP ケーブル、ストレート)を変換コネクタの

RJ45 コネクタと本装置のシリアルポートに接続します。 
ケーブルは“カチッ”とロックされるまで差し込みます。ケーブルをはずすときは、

コネクタレバーを押しながら引き抜きます。 

 

 
図 3-4 D-sub9 ピンコネクタ仕様の DCE 装置との接続 

 

DCE 装置の D-sub9 ピン

コネクタに取り付ける 

NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ 

イーサネットケーブル 

シリアルポート 

固定ねじ 
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3.4 LAN ポートの接続 

LAN ポートは、10BASE-T または 100BASE-TX または 1000BASE-T のポートとし

て使用でき、Auto-Negotiation をサポートしています。 
LAN ポートと HUB(集線装置)を接続するイーサネットケーブルには、カテゴリ 5e の

UTP ケーブル(ストレートケーブル)を使用してください。 
ケーブルは“カチッ”とロックされるまで差し込みます。ケーブルをはずすときは、

コネクタレバーを押しながら引き抜きます。 
 
本装置を立ち上げると、10M/100M/1000Mbit/s の自動認識が行われ、リンクが確立す

ると LINK/ACT ランプが点灯し、1000Mbit/s でリンクが確立した場合は同時に

SPEED ランプも点灯します。また、データ送受信が行われると LINK/ACT ランプが

点滅します。 
10Mbit/s, 100Mbit/s のときは、SPEED ランプは消灯したままです。 
 

 
図 3-5 LAN ポートの接続 

 

イーサネットケーブル 

LAN ポート 
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3.5 AC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16, 32, 48) 

3.5.1 AC 電源ケーブルの接続(AC100V で使用する場合) 
AC100V で使用する場合、付属品の AC100V 電源ケーブルを本装置の AC インレット

に接続します。 
 
 
 

濡れた手で、電源ケーブルを接続したり、はずしたりしないでください。 

感電の原因になります。 

 
 

 
次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 AC100V 以外の電源電圧で本装置を使用する場合は、3.5.2 項にて指

定する仕様のものを使用してください。 

 AC100V で使用する場合は必ず付属品の AC100V 電源ケーブルを使

用してください。 

 AC100V 用電源ケーブルは 2 極接地付き電源コンセントに必ず接続

してください。 

 本装置の近傍に電源コンセントがあり、容易に人がアクセスできるよ

うにしてください。 

 

 

注意 

 
 
 

警告 
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① 抜け防止クランプを取り付けます。 
 クランプ部のラッチを解除し、バンド部の先端寄りにずらします。抜け防止クラン

プを AC インレット右下の穴に差し込みます。AC インレット 1, 2 両方に抜け防止

クランプを取り付けてください。 

 
図 3-6 抜け防止クランプの取り付け 

 
② 電源スイッチ 1, 2 両方を OFF にします。 
 電源スイッチの○側を押し込んだ状態が OFF です。 
③ AC 電源ケーブルを AC インレット 1, 2 に差し込みます。 
④ AC インレット 1, 2 の抜け防止クランプそれぞれのクランプ部を AC 電源ケーブル

のコネクタ付け根あたりに移動し、クランプを閉じて AC 電源ケーブルを固定しま

す。 
⑤ AC 電源ケーブルのプラグを 2 極接地付きコンセントに差し込みます。 
 AC 電源ケーブルの接地線は、必ず接地極に接続してください。 

 
図 3-7 AC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16, 32, 48) 

抜け防止クランプ取付穴 

クランプ部 

バンド部 

抜け防止クランプ 

電源スイッチ OFF 

AC 電源ケーブル 

AC インレット 

クランプ部 
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3.5.2 AC 電源ケーブルの接続(AC100V 以外で使用する場合) 
AC100V 以外で使用する場合、表 3-2 にて指定の AC 電源ケーブルを準備してくださ

い。準備した AC 電源ケーブルを本装置の AC インレットに接続します。 
本装置への AC 電源ケーブルの接続と抜け防止クランプの取り扱いは、3.5.1 項の①～

⑤の説明と図 3-6, 図 3-7 を参照ください。 
 

表 3-2 AC 電源ケーブルの仕様 

項目 
コネクタ 

(本装置側) 
ケーブル 

プラグ 

(コンセント側） 

定格 10A 250V 
電気用品安全法取得品 

10A 250V 
電気用品安全法取得品 

10A 250V 
電気用品安全法取得品 

形状 
IEC60320 C13 

 

上記定格を満足する 3 芯

ケーブルを使用してくだ

さい。 

設置環境のコンセント

形状に合ったものを使

用してください。 
 
 
 

濡れた手で、電源ケーブルを接続したり、はずしたりしないでください。 

感電の原因になります。 

 
 

 
 

次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 AC100V で使用する場合は必ず付属品の AC100V 電源ケーブルを使

用してください。 

 AC100V 以外の電源電圧で本装置を使用する場合は、表 3-2 にて指

定する仕様の AC 電源ケーブルを使用してください。 

 電源コンセントは接地極付のものを使用し、AC 電源ケーブルの接地

線を必ず接地極に接続してください。 

 本装置の近傍に電源コンセントがあり、容易に人がアクセスできるよ

うにしてください。 

 

 

 

 

注意 

 
 
 

警告 
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3.6 DC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16D, 32D, 48D) 

3.6.1 DC 電源ケーブルの作成 
DC電源で使用する場合、表 3-3にて指定のDC電源用ケーブルを準備してください。

準備した DC 電源用ケーブルと本装置付属の DC 電源ケーブル用コネクタとで DC 電

源ケーブルを作成します。 
 

表 3-3 DC 電源用ケーブルの仕様 

項 目 ケーブルの仕様 

AWG No 20～12 
種 別 -48V, 0V, FG(接地線) 
形 状 上記仕様を満足するケーブルを使用してください。 

 

 
 

次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 DC 電源ケーブルの作成、取り付け、取り外しを行う際は、必ず電源

設備の電源を切断して作業を行ってください。また、教育を受けた保

守者が作業を行ってください。 

 DC 電源で本装置を使用する場合は、必ず表 3-3 にて指定する DC 電

源用ケーブルを使用してください。 

 DC 電源ケーブル用コネクタは、必ず本装置付属品を使用してくださ

い。 

 必ず接地線を接続して接地を取ってください。 

 

① 本装置が接続される電源設備の電源を切断してください。 
② 本装置に付属の DC 電源ケーブル用コネクタ及びコネクタ治具を準備します。 

 

 
 

図 3-8 DC 電源ケーブル用コネクタ・コネクタ治具 

DC 電源ケーブル用コネクタ コネクタ治具 

-48V FG 0V 

注意 
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③ ワイヤーストリッパで DC 電源ケーブルの被覆を 8～9mm むき出してください。 
図 3-9 の「良品」の状態になるようにむき出してください。 

 

 
 

図 3-9 DC 電源ケーブルの電線むき出し 

④コネクタ治具を使い DC 電源ケーブル用コネクタに DC 電源ケーブルを接続します。 
コネクタ治具はDC電源ケーブル用コネクタの四角穴に引っ掛け、指で操作します。 

 

 
 

図 3-10 DC 電源ケーブルの作成 

 

 
 

次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 DC 電源ケーブルのむき長さは必ず守ってください。 

 DC 電源ケーブルは、DC 電源ケーブル用コネクタのケーブル挿入口

以外に差し込まないでください。 

 DC 電源ケーブルの挿入時に電線のバラケに注意してください。 

 DC 電源ケーブルの作成は、必ず本装置付属のコネクタ治具を使用し

てください。また、コネクタ治具は紛失しないように大切に保管して

ください。 

 

 
 

3.ケーブルを挿入する 

2.押す 

4.離す 

5.抜けないことを確認する 
1.コネクタ治具を引っ掛ける 

6.コネクタ治具を外す 

バラケている 短い 長い/曲がっている 良品 

注意 
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3.6.2 DC 電源ケーブルの接続 
準備した DC 電源ケーブルを本装置の DC 電源コネクタに接続します。 
 
 
 

濡れた手で、電源ケーブルを接続したり、はずしたりしないでください。 

感電の原因になります。 

 
 
 

 

次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 DC 電源ケーブルの作成、取り付け、取り外しを行う際は、必ず電源

設備の電源を切断して作業を行ってください。また、教育を受けた保

守者が作業を行ってください。 

 DC 電源で本装置を使用する場合は、必ず 3.6.1 項にて作成した DC

電源ケーブルを使用してください。 

 

 
① 本装置が接続される電源設備の電源を切断してください。 
② 本装置の電源スイッチを OFF にします。 
 電源スイッチの○側を押し込んだ状態が OFF です。 
③ DC 電源ケーブルを DC 電源コネクタに差し込みます。 

 

 
図 3-11 DC 電源ケーブルの接続(NS-2250-16D, 32D, 48D) 

DC 電源コネクタ 

作成した DC 電源ケーブル 

注意 

 
 
 

警告 
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3.6.3 DC 電源ケーブルの抜去 
本装置の DC 電源コネクタから DC 電源ケーブルを抜去します。 
 
 
 

濡れた手で、電源ケーブルを接続したり、はずしたりしないでください。 

感電の原因になります。 

 
 
 

 

次のことを必ず守ってください。 

守らないと、火災や感電、事故および故障の原因になります。 

 DC 電源ケーブルの作成、取り付け、取り外しを行う際は、必ず電源

設備の電源を切断して作業を行ってください。また、教育を受けた保

守者が作業を行ってください。 

 

① 本装置の電源スイッチを OFF にします。 
 電源スイッチの○側を押し込んだ状態が OFF です。 
② 本装置が接続される電源設備の電源を切断してください。 
③ DC 電源ケーブルを DC 電源コネクタから抜去します。この際上下方向に力が加わ

らないように注意してください。 
 

 
図 3-12 DC 電源ケーブルの抜去(NS-2250-16D, 32D, 48D) 

 

注意 DC 電源ケーブル用コネクタのつまみを指でつまみ抜去します。この際、上下

方向に力を加えないでください。コネクタ破損の恐れがあります。 
 
 

 
 

 

DC 電源コネクタ 

上下方向に力を加えない 

注意 

 
 
 

警告 
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4 章 
USB ポートの操作方法 

 
4 章では、USB ポートの操作方法について説明します。 

 

 

 

 

 
本章の内容 
 

4.1 USB メモリの挿入方法 
4.2 USB メモリの抜去方法 
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4.1 USB メモリの挿入方法 

本装置の USB ポートは USB 2.0 の電気的仕様に準拠したホストインタフェースで、

添付品の USB メモリが使用可能です。 
本装置のセットアップ情報は、本体のフラッシュメモリまたは添付品の USB メモリ

に格納することができます。USB メモリを USB ポートに挿入して、本装置の起動を

行うと、USB メモリからセットアップ情報が読み込まれます。 
USB メモリの詳細な使用方法は取扱説明書を参照してください。 
 
① USB ストラップクランプを USB ポート左上にある▽印の下の穴に差し込みます。 
② USB メモリを USB ポートに挿入します。 
③ USB メモリのストラップを USB ストラップクランプにひっかけます。 
 
 

 
図 4-1 USB メモリの挿入 

 
 

USBストラップクランプ 

USBメモリ 

USBメモリのストラップを 

クランプに引っ掛けます 
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4.2 USB メモリの抜去方法 

USB メモリを抜去する際は取扱説明書を参照し、本装置が USB メモリを抜去できる

状態、もしくは電源 OFF 状態であることを確認し作業を開始してください。 
 
① USB メモリを USB ポートから抜去します。 
② USB メモリのストラップを USB ストラップクランプから外します。 
 

 
注意 STATUS 4 ランプ点灯中は USB メモリを抜かないでください。動作中に USB

メモリを抜いた場合は、本装置の動作の保証外となります。 
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付録 A 
装置の仕様 

付録 A では、本装置のハードウェア仕様について説明します。 

本章の内容

A.1 装置の仕様

A.2 CONSOLE ポート

A.3 シリアルポート

A.4 LAN ポート

A 
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A.1 装置の仕様 

 
本装置の仕様を表 A-1、表 A-2 に示します。 

 
表 A-1 本装置の仕様(NS-2250-16, 32, 48) 

項 目 仕 様 

電源電圧 AC100V-240V±10% 
電源周波数 50/60Hz±3Hz 
消費電流 AC100V:0.32A（最大） 

AC240V:0.18A（最大） 
消費電力 AC100V:17W（最大） 

AC240V:17W（最大） 
外形寸法 
(図 A-1 参照) 

幅 425.5mm 
奥行 261.1mm 
高さ 43.7mm 

質 量 約 3.4kg 
環境条件 動作時 5～40℃、15～85％RH（結露なきこと） 

保存時 -10～60℃、90％RH 以下（結露なきこと） 
環境対応 欧州 RoHS 指令(特定有害物質使用制限指令)に対応 
EMI 規制 VCCI クラス A 

 
表 A-2 本装置の仕様(NS-2250-16D, 32D, 48D) 

項 目 仕 様 

電源電圧 DC-40.5V～-57.0V 
消費電流 DC-48V:0.3A（最大） 
消費電力 DC-48V:15W（最大） 
外形寸法 
(図 A-2 参照) 

幅 425.5mm 
奥行 261.1mm 
高さ 43.7mm 

質 量 約 3.2kg 
環境条件 動作時 5～40℃、15～85％RH（結露なきこと） 

保存時 -10～60℃、90％RH 以下（結露なきこと） 
環境対応 欧州 RoHS 指令(特定有害物質使用制限指令)に対応 
EMI 規制 VCCI クラス A 
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（単位：mm） 

図 A-1 本装置の外形寸法(NS-2250-16, 32, 48) 

 

 
（単位：mm） 

図 A-2 本装置の外形寸法(NS-2250-16D, 32D, 48D) 

 



 

 

A-4 

A.2 CONSOLE ポート 

 
CONSOLE ポートは RS-232 準拠の DTE タイプのポートです。 
CONSOLE ポートの仕様を以下に示します。 

 

 
8 ピンモジュラジャックコネクタ(RJ45) 

 

図 A-3 CONSOLE ポートのコネクタ 

 
 

表 A-3 CONSOLE ポートの信号表 

ピン番号 信号の名称 信号の方向 信号の意味 

1 RTS 出力 送信要求 
2 DTR 出力 データ端末レディ 
3 TXD 出力 送信データ 
4 GND ― 信号用接地 
5 GND ― 信号用接地 
6 RXD 入力 受信データ 
7 DSR 入力 データセットレディ 
8 CTS 入力 送信可 

 

8 1 
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A.3 シリアルポート 

シリアルポートは RS-232 準拠の DCE タイプのポートです。 
シリアルポートの仕様を以下に示します。 

 

 
8 ピンモジュラジャックコネクタ(RJ45) 

 

図 A-4 シリアルポートのコネクタ 

 
表 A-4 シリアルポートの信号表 

ピン番号 信号の名称 信号の方向 信号の意味 

1 CTS 入力 送信可 
2 DSR 入力 データセットレディ 
3 RXD 入力 受信データ 
4 GND ― 信号用接地 
5 DCD 入力 キャリア検出 
6 TXD 出力 送信データ 
7 DTR 出力 データ端末レディ 
8 RTS 出力 送信要求 

 
注意 シリアルポートに接続される装置が RJ45コネクタのシリアルポートを持つ場

合は、相手装置のコネクタのピンアサインを必ず確認してから接続してくださ

い。 

 相手装置のピンアサインによってはイーサネットのストレートケーブルでは

接続できない場合があります。 

RX ランプ TX ランプ 

8 1 

1 8 



 

 

A-6 

A.4 LAN ポート 

LAN ポートは 10BASE-T または 100BASE-TX または 1000BASE-T のポートとして

使用できます。 
Auto-Negotiation をサポートしています。 
LAN ポートの仕様を以下に示します。 

 

 
8 ピンモジュラジャックコネクタ(RJ45) 

 

図 A-5 LAN ポートのコネクタ 

 
表 A-5 LAN ポートの信号表 

ピン番号 
10BASE-T / 100BASE-TX 1000BASE-T 

MDI MDI-X MDI MDI-X 
1 TD+ RD+ BI_DA+ BI_DB+ 
2 TD- RD- BI_DA- BI_DB- 
3 RD+ TD+ BI_DB+ BI_DA+ 
4 未使用 未使用 BI_DC+ BI_DD+ 
5 未使用 未使用 BI_DC- BI_DD- 
6 RD- TD- BI_DB- BI_DA- 
7 未使用 未使用 BI_DD+ BI_DC+ 
8 未使用 未使用 BI_DD- BI_DC- 

      ※1000BASE-T は双方向転送なので送信/受信の区別はありません。 

 
 
 

8 1 

SPEED ランプ LINK/ACT ランプ 

1 8 
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付録 B 
 DB9-RJ45 変換コネクタ 

付録 B では、本装置の CONSOLE ポート、シリアルポートの接続例、および DB9-RJ45

変換コネクタの仕様について説明します。

本章の内容

B.1 CONSOLE ポートおよびシリアルポートの接続例

B.2 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との結線例

B.3 NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ

B.4 NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)

B 
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B.1 CONSOLE ポートおよびシリアルポートの接続例

本装置の CONSOLE ポートとシリアルポートは RJ45 コネクタ仕様です。また、

CONSOLE ポートは DTE タイプ、シリアルポートは DCE タイプの仕様になってい

ますので、相手側装置の結線にあわせ、適切な変換コネクタやケーブルを使用して接

続を行ってください。

図 B-1 に、CONSOLE ポートおよびシリアルポートの接続例を示します。 

図 B-1 CONSOLE ポートおよびシリアルポートの接続例 

本装置 

CONSOLE ポート 
(DTE 仕様) 

装置(DTE 仕様) 
D-sub9 ピン(オス)NS-354 DB9-RJ45変換 

コネクタ

イーサネットケーブル

(カテゴリ 5 UTP ストレート)

シリアルポート

(DCE 仕様)

装置(DTE 仕様) 
RJ45 コネクタ 

イーサネットケーブル

(カテゴリ 5 UTP ストレート)

装置(DTE 仕様) 
D-sub9 ピン(オス)NS-490 DB9-RJ45変換 

コネクタ(クロス)
イーサネットケーブル

(カテゴリ 5 UTP ストレート)

装置(DCE 仕様) 
D-sub9 ピン(オス)NS-354 DB9-RJ45変換 

コネクタ

イーサネットケーブル

(カテゴリ 5 UTP ストレート)
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B.2 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との結線例

図 B-2 に、本装置のシリアルポートと RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との結線例を示

します。

信号の名称 ピン番号 ピン番号 信号の名称 

CTS 1 1 RTS 
DSR 2 2 DTR 
RXD 3 3 TXD 
GND 4 4 GND 
DCD 5 5 GND 
TXD 6 6 RXD 
DTR 7 7 DSR 
RTS 8 8 CTS 

図 B-2 RJ45 コネクタ仕様の DTE 装置との結線例 

注意 接続する相手装置の RJ45 コネクタのピンアサインによっては、イーサネット

ケーブルの結線を変更する必要があります。コネクタの仕様を必ず確認してご

利用ください。

本装置側(シリアルポート) 
RJ45 コネクタ 

相手装置側

RJ45 コネクタ 
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B.3 NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ

添付品の「NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタ」の仕様を以下に示します。 

図 B-3 NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタの外観 

RJ45 コネクタ D-sub9 ピンコネクタ

ピン番号 ピン番号 信号の名称 信号の方向 信号の意味 

1 8 CTS 入力→ 送信可 

2 6 DSR 入力→ データセットレディ 

3 2 RXD 入力→ 受信データ 

4 5 GND ― 信号用接地 

5 
6 3 TXD 出力← 送信データ 

7 4 DTR 出力← データ端末レディ 

8 7 RTS 出力← 送信要求 

図 B-4 NS-354 DB9-RJ45 変換コネクタの結線図 

8 ピンモジュラジャックコネクタ 

(RJ45) 

D-sub9 ピンコネクタ

(メス)
固定ねじ 

N
S
-
3
5
4
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B.4 NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)

別売りの「NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)」の仕様を以下に示します。 

図 B-5 NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)の外観 

RJ45 コネクタ D-sub9 ピンコネクタ

ピン番号 ピン番号 信号の名称 信号の方向 信号の意味 

1 7 RTS 出力← 送信要求 

2 4 DTR 出力← データ端末レディ 

3 3 TXD 出力← 送信データ 

4 5 GND ― 信号用接地 

5 
6 2 RXD 入力→ 受信データ 

7 1 DCD 入力→ キャリア検出

6 DSR 入力→ データセットレディ 

8 8 CTS 入力→ 送信可 

図 B-6 NS-490 DB9-RJ45 変換コネクタ(クロス)の結線図 

D-sub9 ピンコネクタ

(メス)
固定ねじ 8 ピンモジュラジャックコネクタ 

(RJ45) 
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